
本
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
555
億
9
千
300
万
円
で
あ
り
、

我
が
国
の
低
迷
す
る
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
を
反
映
し
、
前
年

度
比
7.1
％
の
減
と
、
歳
入
構
造

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
・
都
補
助
金
や
合

併
特
例
債
を
も
と
に
効
率
的
な

政
策
の
選
択
を
行
い
、
行
財
政

改
革
の
視
点
を
ゆ
る
が
せ
に
せ

ず
、
新
市
建
設
計
画
の
着
実
な

実
行
並
び
に
目
下
必
要
と
さ
れ

る
各
種
施
策
の
展
開
等
を
図
っ

た
こ
と
は
十
分
評
価
す
る
も
の
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乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
3

歳
未
満
児
ま
で
所
得
制
限
を
な

く
す
、
下
水
道
使
用
料
を
低
い

田
無
地
域
の
料
金
体
系
に
合
わ

せ
る
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
・
東
伏

見
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
、
市
民

要
求
に
こ
た
え
た
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
①
合
併
記
念
公
園
、

保
谷
駅
南
口
再
開
発
事
業
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
は
、

不
況
で
暮
ら
し
が
厳
し
い
中
で

は
凍
結
・
見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

②
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
軽

減
と
東
京
都
の
老
人
福
祉
手
当

中
止
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
予

算
措
置
を
し
な
い
な
ど
、
福
祉

に
冷
た
い
。

③
企
業
の
参
入
す
る
認
証
保
育

所
は
、
保
育
料
が
高
い
、
施
設

が
狭
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

市
の
保
育
園
を
増
設
す
べ
き
だ
。

④
中
学
校
給
食
は
、
学
校
給
食

法
に
基
づ
く
中
学
校
給
食
を
検

討
す
べ
き
だ
。

⑤
公
民
館
の
統
一
は
、
各
館
独

立
館
方
式
に
戻
す
べ
き
だ
。

⑥
合
併
3
周
年
記
念
事
業
に
総

額
4
千
万
円
も
か
け
る
こ
と
は
、

今
の
時
期
に
必
要
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
反
対
を

す
る
。

3
月
3
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
14
年
度
補
正
予
算
は

一
般
会
計
予
算
ほ
か
特
別
会
計

予
算
4
件
が
、
平
成
15
年
度
当

初
予
算
は
一
般
会
計
予
算
ほ
か

特
別
会
計
予
算
7
件
の
計
13
件

を
付
託
し
ま
し
た
。

本
委
員
会
は
、
今
定
例
会
か

ら
正
副
議
長
を
除
く
34
人
の
議

員
で
構
成
す
る
こ
と
と
な
り
、

委
員
長
に
二
木
孝
之
議
員
、
副

委
員
長
に
猪
野
滋
議
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

本
委
員
会
に
よ
る
平
成
14
年

度
の
各
会
計
補
正
予
算
の
審
査

は
、
3
月
10
〜
11
日
の
2
日
間

行
い
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は

賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
特
別

会
計
補
正
予
算
は
全
会
一
致
で

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
度
の
当
初

予
算
の
審
査
は
、
同
月
18
〜
25

日
ま
で
の
平
日
5
日
間
行
い
、

一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
及
び
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
は
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
予
算

は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
ま
し
た
。 予算特別委員会

の
審査概要

教
育
・
福
祉
切
り
捨
て

開
発
偏
重
予
算
に
反
対

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

保
谷
　
清
子

反　対
厳
し
い
財
政
状
況

組
織
力
の
強
化
を
！

民
主
党
西
東
京桐

山
ひ
と
み

反　対
「
合
併
バ
ブ
ル
」
で
喜
ん
で

は
い
け
な
い
！
依
然
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
。
自
主
財
源
の

市
税
、
利
子
割
交
付
金
の
大
幅

な
減
額
、
地
方
交
付
税
や
臨
時

財
政
対
策
債
等
の
大
幅
な
増
額

に
よ
り
依
存
財
源
に
頼
る
状
況

は
変
わ
ら
ず
、
財
政
構
造
の
硬

直
化
は
続
い
て
い
る
。
合
併
当

初
の
財
政
力
の
強
化
は
う
そ
な

の
か
。
評
価
す
る
主
な
点
は
、

10
月
よ
り
3
歳
未
満
の
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
無
料
化
、

下
水
道
使
用
料
を
低
い
旧
田
無

市
料
金
に
統
一
、
障
が
い
者
の

就
労
支
援
事
業
等
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
、合
併
3
周
年
記
念
各

種
事
業
（
行
政
主
導
型
）
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
、は
な
バ
ス

の
ル
ー
ト
拡
大
で
は
、限
度
額
・

財
源
目
標
を
定
め
ず
無
策
的
な

こ
と
、普
通
学
級
に
通
う
障
が

い
児
介
助
員
配
置
の
予
算
措
置

が
さ
れ
な
い
こ
と
、都
市
整
備

関
連
事
業
に
お
い
て
は
、
予
算

書
の
欠
落
を
初
め
組
織
の
緩
み

が
目
立
つ
。特
に
用
途
地
域
に

つ
い
て
は
、補
助
職
員
の
か
か

わ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。市
民
感
情
論
か

ら
は
到
底
納
得
で
き
な
い
！

国
の
財
政
状
況
が
好
転
す
る

兆
し
を
見
せ
な
い
中
で
、
西
東

京
市
は
国
へ
の
財
政
依
存
を
強

め
て
い
る
。
中
で
も
地
方
交
付

税
本
体
よ
り
国
保
証
の
借
金
、

臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
依
存
度

を
高
め
、
負
担
を
先
送
り
し
て

い
る
。
15
年
度
で
廃
止
さ
れ
る

こ
の
借
金
の
か
わ
り
の
財
源
は

全
く
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

今
や
、
将
来
世
代
が
受
容
可

能
な
負
担
、
リ
ス
ク
を
考
え
た

財
政
、
行
政
の
運
営
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代

に
入
っ
て
い
る
。
国
依
存
で
は

な
く
、
地
方
自
治
体
自
身
が
責

任
能
力
を
持
っ
て
、
行
財
政
運

営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
市
民
に
問
い

か
け
、
市
民
の
納
得
を
得
て
い

本
年
度
予
算
は
新
市
建
設
事

業
の
継
続
と
高
齢
者
・
子
育
て

支
援
事
業
や
教
育
・
医
療
環
境

事
業
等
の
一
層
の
充
実
な
ど
、

市
民
生
活
改
善
へ
向
け
て
の
福

祉
重
点
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
西
東
京
市
誕
生
3
周

年
17
事
業
の
実
施
は
サ
ッ
カ
ー
、

野
球
、
商
店
街
記
念
事
業
支
援

も
含
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
市
民
の
参
加
が
期
待

で
き
る
時
宜
を
得
た
事
業
で
す
。

さ
ら
に
、
本
予
算
へ
の
合
併

に
伴
う
財
源
の
算
入
総
額
は
実

に
44
億
円
に
も
上
っ
て
お
り
、

も
し
合
併
反
対
の
デ
マ
宣
伝
に

流
さ
れ
て
合
併
が
実
現
し
て
い

な
け
れ
ば
、
日
々
の
厳
し
い
生

活
に
さ
ら
に
44
億
に
も
上
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
切
り
捨
て

が
直
撃
し
て
い
た
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、「
合
併
は
市
民
い
じ

め
」
等
と
い
う
無
定
見
き
わ
ま

り
な
い
宣
伝
ビ
ラ
こ
そ
、
市
民

い
じ
め
そ
の
も
の
で
あ
る
と
断

ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
今
後
に
備
え
、
基

金
の
積
み
増
し
と
民
間
委
託
等
、

行
革
の
前
倒
し
実
施
を
強
く
要

望
し
、
本
予
算
を
市
民
待
望
の

予
算
と
高
く
評
価
し
、
賛
成
討

論
と
い
た
し
ま
す
。

く
手
続
が
必
要
だ
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
現
在
ま
で
に

相
当
の
費
用
を
か
け
て
き
た
が
、

市
民
に
利
用
価
値
は
な
い
。
利

用
価
値
を
つ
く
る
た
め
に
付
加

機
能
を
た
く
さ
ん
つ
け
れ
ば
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。
現
時
点
で
接

続
を
中
断
す
べ
き
だ
と
進
言
し

て
き
た
が
、
市
長
に
は
そ
の
気

も
な
い
。
市
民
合
意
を
得
る
手

続
を
欠
い
た
行
政
主
導
、
民
意

不
在
の
予
算
に
反
対
す
る
。

で
あ
る
。

本
年
度
は
、
新
市
の
骨
格
と

な
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
、
行
政
評
価
制
度
の
試
行

等
、
行
政
執
行
の
基
本
と
な
る

重
要
な
施
策
関
連
経
費
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
東

京
市
誕
生
3
周
年
記
念
事
業
も
、

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
の
た
め

に
適
切
な
執
行
を
期
待
す
る
。

さ
ら
に
は
、
新
規
事
業
と
し

て
「
障
害
者
就
業
援
助
」「
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
3

歳
児
未
満
の
乳
幼
児
医
療
費
の

無
料
化
」
等
も
盛
り
込
ま
れ
、

よ
り
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

合
併
3
年
目
の
ス
タ
ー
ト
の

予
算
で
あ
る
。
市
税
収
入
が
大

き
く
落
ち
込
む
中
、
新
市
建
設

計
画
の
適
切
な
事
業
執
行
、
合

併
に
伴
う
行
財
政
改
革
の
推
進
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

中
・
長
期
的
な
財
政
計
画
の
見

通
し
が
必
要
で
あ
る
。

15
年
度
は
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
、
合
併
記
念
公
園
の

整
備
、
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
、
I
S
O
1

4
0
0
1
の
認
証
取
得
な
ど
、

教
育
・
福
祉
・
都
市
基
盤
整

備
・
環
境
施
策
な
ど
適
切
に
事

業
化
さ
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

課
題
と
し
て
、
本
予
算
は
臨

時
財
政
対
策
債
の
増
加
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
依
存
的
体
質
が

強
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
よ

り
一
層
の
自
主
財
源
の
確
保
と

行
財
政
改
革
の
努
力
を
求
め
る
。

ま
た
、
総
合
計
画
の
策
定
に

当
た
り
、
事
業
の
行
政
評
価
、

政
策
評
価
、
費
用
対
効
果
に
つ

い
て
十
分
に
分
析
を
図
り
、
効

果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
こ

と
を
強
く
提
言
す
る
。

な
お
、
各
種
3
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
や
中
学
校
給
食
な
ど
、

委
員
会
で
の
意
見
・
提
言
に
つ

い
て
は
真
摯
に
受
け
と
め
よ
。

平
成
15
年
度
一
般
会
計
予
算

は
総
額
555
億
9
千
万
円
で
、
伸

び
率
は
マ
イ
ナ
ス
7.1
％
、
市
税

も
3
年
連
続
で
前
年
度
を
下
回

っ
て
い
る
。

合
併
し
て
3
年
目
、
こ
う
し

た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、

市
は
一
定
の
行
政
水
準
を
維
持

し
つ
つ
、
な
お
新
市
の
計
画
事

業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

「
は
な
バ
ス
」
は
利
用
者
累

計
50
万
人
以
上
と
な
り
好
評
だ

が
、
運
営
費
の
増
嵩
・
ル
ー
ト

見
直
し
等
が
今
後
の
課
題
。

合
併
記
念
公
園
は
工
事
開
始

で
17
年
度
完
成
が
期
待
さ
れ
る
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
、
保
谷

駅
南
口
再
開
発
事
業
は
関
係
者

と
協
議
し
慎
重
な
事
業
推
進
を
。

各
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
設
置
は
、

2
駅
で
着
手
さ
れ
評
価
す
る
。

け
や
き
小
の
完
成
、
青
嵐
中

建
て
か
え
等
、
教
育
面
の
充
実

も
図
ら
れ
、
ま
た
福
祉
施
策
も

徐
々
に
充
実
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
合
併
3
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
約
4
千
万
円
は
、
こ
の
時
期

に
必
要
な
く
再
考
す
べ
き
だ
。

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
い
か

に
対
応
す
べ
き
か
、
行
政
の
政

策
執
行
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。

経
済
成
長
を
前
提
と
せ
ず
、

国
か
ら
の
税
財
源
の
移
譲
と
、

N
P
O
な
ど
地
域
の
多
様
な
資

源
の
活
用
で
、
生
活
保
障
と
教

育
、
環
境
保
全
を
優
先
し
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
べ

き
。
市
長
の
表
明
す
る
「
時
代

の
扉
を
開
く
勇
気
あ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る

の
か
わ
か
り
が
た
い
予
算
だ
が
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
、

入
札
監
視
委
員
会
設
置
、
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ほ
か
市
民
と

の
協
働
施
策
を
一
歩
進
め
る
こ

と
、
子
ど
も
の
施
設
の
揮
発
性

化
学
物
質
調
査
、
子
育
て
支
援

施
策
の
前
進
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

な
ど
障
が
い
者
施
策
の
取
り
組

み
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
住

民
意
向
調
査
等
を
評
価
す
る
。

予算特別委員会
の

審査概要

一
方
、住
基
ネ
ッ
ト
に
対
す

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、補
助
金
の

見
直
し
、総
合
計
画
策
定
前
の

市
民
説
明
会
、
障
が
い
児
の
介

助
員
、振
興
基
金
の
活
用
や
教

育
計
画
へ
の
市
民
参
加
に
課
題

を
残
し
た
。ま
た
公
共
施
設
等
の

新
規
整
備
は
精
選
・
抑
制
す
る

方
向
で
適
正
配
置
計
画
を
基
本

に
歯
ど
め
が
必
要
。駅
前
再
開

発
や
新
庁
舎
も
例
外
で
は
な
い
。

善
処
を
求
め
賛
成
と
す
る
。

本
予
算
は
、
合
併
時
に
市
民

に
約
束
し
た
新
市
建
設
計
画
を

基
本
に
、
福
祉
、
教
育
等
の
施

策
を
加
味
し
た
も
の
で
、
全
体

と
し
て
は
賛
成
す
る
。
問
題
点

を
指
摘
す
る
。

地
域
振
興
基
金
3
千
900
万
円

を
使
っ
て
の
3
周
年
イ
ベ
ン
ト

は
、行
政
主
導
で
、市
民
感
覚
と

か
け
離
れ
て
い
る
。見
直
し
す
べ

き
だ
。住
基
ネ
ッ
ト
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
問
題
が
あ
る
。
離

脱
す
べ
き
だ
が
、少
な
く
と
も
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民
選
択
制

の
導
入
を
図
れ
。
教
育
へ
の
住

民
参
加
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
、

市
民
に
不
満
の
声
が
あ
る
。
住

民
の
理
解
、
合
意
を
得
る
努
力
、

民
主
的
手
続
を
求
め
る
。

統
合
計
画
策
定
に
向
け
て

本
市
の
財
政
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
。
国
の
地
方
財
政
制
度

も
先
行
き
が
見
え
な
い
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
統
合
計
画
を

つ
く
れ
。
新
庁
舎
建
設
は
将
来

の
課
題
と
す
る
こ
と
。
ひ
ば
り

ヶ
丘
駅
南
口
再
開
発
は
公
団
施

行
を
求
め
る
こ
と
。
北
口
整
備

は
住
民
意
向
を
尊
重
し
て
慎
重

に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

検
見
川
移
転
が
決
ま
っ
た
東

大
農
場
の
自
然
と
緑
を
守
る
た

め
、
市
長
は
全
力
を
尽
く
せ
。

田
無
庁
舎
に
新
設
さ
れ
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

負
担
と
リ
ス
ク
の

先
送
り
予
算
に
反
対

無
所
属

森
　
　
輝
雄

反　対

大
き
な
合
併
財
源
で

福
祉
重
点
予
算
を
実
現

自
由
民
主
党

酒
井
　
　
澄

賛　成
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化

3
歳
未
満
児
ま
で
拡
充

西
東
京
市
議
会
公
明
党

衣
袋
　
一
夫

賛　成

行
政
評
価
、
政
策
評
価

の
取
り
組
み
を

市
民
ク
ラ
ブ

相
馬
　
和
弘

賛　成
市
民
一
体
化
へ
向
け
適

正
効
率
な
予
算
執
行
を

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

海
老
沢
　
進

賛　成
市
民
と
の
協
働
の
前
進

に
期
待
し
て
賛
成

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

森
下
　
典
子

賛　成

開
発
志
向
に
走
ら
ぬ

統
合
計
画
を
つ
く
れ

無
所
属

土
井
　
節
子

賛　成


